
 

(株)仙台港貿易促進センターに対する経営評価委員会意見 

 

 

項  目 意    見 対象 

現事業の堅実

な運営につい

て 

 アクセル事業を県に譲渡し賃貸事業に特化した結果，現状では堅調

な事業運営がなされているが，将来にわたって物流ターミナルのテナ

ントを確実に確保できるよう情報収集や施設のＰＲに積極的に取り組

み，今後とも単年度黒字を達成できるよう最大限の経営努力を継続し，

累積欠損金の早期解消に努めること。 

団体 

資本金につい

て 

保有している金融資産については，確実で有効な運用を行うこと。 

また，団体の資本金は設立当初の趣旨に対応しているものであり，

現在行っている賃貸事業に見合っていないため，今後の事業展開の検

討と併せて，コストの低減や株主の利益保護も念頭に減資の検討を行

うこと。 

団体 

団体の役割・あ

り方について 

現状では賃貸事業のみを行っており，県が出資する意義が薄れてい

る。県の経済振興にとって仙台港の発展や輸出入の拡大は重要であり，

その中で団体が果たすべき役割を県として明確にし，今後のあり方を

改めて検討すること。 

県 

 


